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   A case of bladder hemangioma with endometriosis is presented. 
   A 19-year-old female was admitted to our hospital with a chief complaint of enuresis. 
Urological examination revealed bladder tumor and hemangioma of the hymen. 
   Partial cystectomy, appendectomy and resection of hymen were performed. The excised 
bladder tumor weighed 340 gm. Microscopically, these specimen showed bladder hemangioma 
associated with bladder endometriosis and hemangioma of the appendix and the hymen. 
   The surgical extirpation of the bladder tumor resulted in complete relief of her enuresis. 
The literatures were reviewed and discussed.
は じ め に
膀胱血 管腫 の 最初 の 報告 は 欧米ではBroca
(1869),本邦 では阿久 津(1919)である.渡 辺
(1961)によれば 国外において61例,本 邦にお
いて22例の報告が あるにす ぎず,日 常上皮性膀
胱腫瘍に接す る機会が極め て多いのに反 し,非
上皮性腫瘍に包含 され ている血管腫 はは なはだ
稀有 であることを物語 るもので ある.ま た膀胱
子宮 内膜症 は 欧米 ではJudd(1921)の報告 に
始 ま り,Beacham-McCrea(1955)は93例を集
め,本 邦 では石川(1919)が最初 で,酒 徳(19
64)は31例を集め てい るご とく,こ れ もまた稀
有 の症例 という ことが 出来 る.わ れわれ は最近














































































































新 生物 というよ り む しろ 一種 の 退誤腫 であっ
て,血 管組 織か らなる迷入組織 の発育増大 した
ものであ り,一 方子宮内膜症 とは子宮 内膜 に類
似 の腺組 織が異所性 に発育増大 したもので ある
といわれ ている.
発生年令:血 管腫は23ヵ 月(Stanley)より
75才(奥井)ま で巾広 く分布 してい るが,Liang
(1958)あるいはLitin(1961)によれば,約 半
数が,稲 田(1962)によれば23例の うち40%が,
ともに20才代 までにみ られる とい う.こ れに対
し子宮内膜症 はKretschmerは,18才より48才
までに発見 され る といい,通 常性 成熟婦人,こ
とに30才代に最 も多 く,本 邦 で も百瀬(1957)
の57才,酒 徳(1964)の50才等 の閉経 以後 の発
症例以外は大 部分が30才代に発症 している.自
験例は20才であった.
臨床症 状:両 疾患は次にのべ る訴え の間に重
要 度に差 が あるとは いえ,血 尿 を 始 め とし 頻
尿,残尿感,排尿痛等を有 して いる.特 に血尿は
血管腫 には代表 的な症 状で,程 度お よび持続期
間は種 々であるが,ほ とん ど必発であ る.血 尿




ぎない 子宮内膜症 の場合 の血尿は月経時に増
悪す ることが 特徴 である と されるが,発 生頻
度 は 石津(1959)の41%,Beacham-McCrea
(1955)の19,6%である.両 者 とも頻尿,残 尿
感お よび排尿痛等 がみ られ るが,こ れは2次 的
炎症 のための膀胱刺戟症状 と考 え られ る.
自験例にお いては幼児期に 肉眼的血尿 の訴 え
が あったが,主 訴 は夜間遺尿で ある点,多 少異
例に属す るもの と思われ る.
発生部位 および 大 きさ:血 管 腫 に つ い て
Herbutは三 角 部,Graham(1955)およ び
Stanley(1966)は頂部,Liang(1958)および
Litin(1961)は三 角部か ら頂部を好 発部位 とし
てい るが,佐 藤(1959)は内外文献 上64例の観
察か ら一定 の好発部位 はない としてい る.


























































































時代 よ り種 々論ぜ られ て来 たが,現 在定説 はな
く,Novak(1963)はimplantationmethod
(Sampson)とcelomicmetaplasiadoctorine
(Novak)とに分 け,発 生原 因の解 明には 今後
の研究 を待たねば ならない としてい る.
Sampsonは剥離組 織が 月経血 と共 に 子宮 の
正常経路 を通 らずに,卵 管 を経 て骨 盤腔 に逆行
性 に移植 され ると してお'り,Scott(1950)は動
物実験 で,Ridley(1958)は臨床 実験で このこ
とを証 明 してい る.か な りの症 例の リンパ系 に
子宮 内膜組 織が見 られ る こと,上 肢 等の遠隔部
位 に発生 した症 例では血流 によ る播種 が考 えら
れる こと,ま た多 くの症例 の うちには子宮内膜
か ら直接 的に侵 入 のみ られ る もの もあ り,臨 床
的に も婦人科 手術 の既 往が子宮 内膜症 の発生に
関連 してい ると 考 え られ る こ とな どは,im-
plantationmethodの拠点 とな る事 例で ある.
一方 ,発生学 的に尿生殖器 はcelomicepithe-
1iumを発生母地 とす る ことか ら,尿 路粘膜 は
子宮 内膜 組織に化 生す る能力 を内在 して お り,
ホル モ ン(Novak)あるいは 炎症(Meyer)等
何 らかの刺戟 に よって発生母地 を同 じ くす る組
織 へ 変 化 し得 る との 考 え方 がcelomicrneta-
plasiadoctorineである.Friedmann(1959)
は膀胱 外反症 に子宮内膜症 を思 わせ る所見 を認
め,子 宮内膜症 の発生 に対 す る化生 の重要性 を
説 いてい る.
いずれに しろ,子 宮 内膜症 の発生原因 につい
ては一定 の見解に は達 していない のが現状 であ
る.
自験例 の場 合,想 像 の域 を 出ないが婦人科 手
術の既往が な く,比 較 的大 きい血管腫 の膀胱 内
に面 した極 く浅 い ところに腺様 構造が み られ,
筋層にはほ とんど侵入 してい ないことか ら,子
宮内膜組織 の移植 に よるもの と考 える よりも,
炎症 あるいは血管腫 の増大 等 の刺戟 に よる正 常
膀胱 上皮 の化生が腺様構造 の発生を来 した もの
とは考 え られ ないであろ うか.
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爵 捕 、罐 婁
第6図 子宮内膜症の部分(強拡大)
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